
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

所沢市立  
 

学の を 障害児 な ・ を られる の
を進め す  

た も めた一⽣を通じて ス ー 等の な
機会に ための 策を推進 す  

 
 の な   

● 育 においては、障害の にかかわらずともに生活することで いに育
ち合う として 合 育 を実施しており、平成 年度当 で 人の障害

が しています。 

● 平成 年度当 で、 支援 を と中 に 置し、通
指 教 を 、中 に 置しています。また、 支援
において、心身障害 員 を 置し、 生 の 生活上の ・支援を

っています。 

● 障害者を とした を実施している か、 の活 として、平成
年度当 で 人の障害 が 後 に通っています。  

 

合 育 
発 に が な が、 育 において、 の と共に生活することで、相 の な成 発 を

促すことを目的とした制度。 

心身障害 員 
中 の 支援 に する障害のある 生 に して、身 理の や安 の を

う支援員。 

通 指 教  
中 の通 に している心身に 度の障害がある 生 、心身の障害に じた の指

を な で うもの。 

40

5．育ちと学びの充実

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

所沢市立  
 

学の を 障害児 な ・ を られる の
を進め す  

た も めた一⽣を通じて ス ー 等の な
機会に ための 策を推進 す  

 
 の な   

● 育 においては、障害の にかかわらず共に生活することで いに育ち
合う として 合 育 を実施しており、平成 年度当 で 人の障害
が しています。 

● 平成 年度当 で、 支援 を と中 に 置し、通
指 教 を 、中 に 置しています。また、 支援
において、心身障害 員 を 置し、 生 の 生活上の ・支援を

っています。 

● 障害者を とした を実施している か、 の活 として、平成
年度当 で 人の障害 が 後 に通っています。  

 

合 育 
発 に が な が、 育 において、 の と共に生活することで、相 の な成 発 を促すこ

とを目的とした制度。 

心身障害 員 
中 の 支援 に する障害のある 生 に して、身 理の や安 の を う支援

員。 

通 指 教  
中 の通 に している心身に 度の障害がある 生 、心身の障害に じた の指 を な

で うもの。 



 

 
 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 の   

本市では、 期から 齢期にかけて、障害の にかかわらず、 いに育ち
合う環境づくりを っています。共生社会の実現に けて、障害 の が な
施 や 員による 的な教育が められています。このため、 支援 の

や教 員の理解促進に努めるとともに、支援 によって地域の との
を促進する バ スのよい環境 を進めていきます。また、 ート
の活 により、障害福祉、 育、教育 の関係機関の を り、 フステー

ジを通じて できる びや の を していく があります。  

40.0

39.7

37.3

30.8

27.3

15.9

1.4

の と

な の

の

な

や学校 の

の

や い

場所の

の な

その他 n= 7

（18 歳 ） ⼈ ている と 障害者を としたア ートから  

障害者 の障害
が っていることについて
ったところ、「 のある

生」や「 生 する人
の 」が少ないことや「 け

れてくれる や が少な
い」が くなっており、
的な教育が な人員 置や
環境の が められていま
す。 

中 生 に障害者との や
支援に なことについて っ
たところ、「 会う機会」や「
間づくりの機会」、「 提 」
な が がっており、今後も障
害 とともに び育つ教育を推
進していくことが重 となって
います。 

障害者との 支援に な と 中 生を としたア ートから  

支援  
障害のある 生 が な 活 を うために、 する または に置く
自の 。 

ート  
として、発 障害のある方やその を に、 期から成人期に るまで、一 した支援

を けたり、様々な生活 面で障害の を 切に理解してもらうための 。 

31.2

21.5

20.9

20.1

18.1

15.5

13.8

13.8

12.6

9.5

8.3

6.0

の 先 ない

学

先 の ない

や学校 ない

に 場所 ない

に 場所 ない

や に い い ない

の ない

先 の ない

レな の設 いない

学校内 内 の ない

学 に ない
n=
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第２章 策  
 

 
 

第

章 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 の   

本市では、 期から 齢期にかけて、障害の にかかわらず、 いに育ち
合う環境づくりを っています。共生社会の実現に けて、障害 の が な
施 や 員による 的な教育が められています。このため、 支援 の

や教 員の理解促進に努めるとともに、支援 によって地域の との
を促進する バ スのよい環境 を進めていきます。また、 ート
の活 により、障害福祉、 育、教育 の関係機関の を り、 フステー

ジを通じて できる びや の を していく があります。  

40.0

39.7

37.3

30.8

27.3

15.9

1.4

の と

な の

の

な

や学校 の

の

や い

場所の

の な

その他 n= 7

（18 歳 ） ⼈ ている と 障害者を としたア ートから  

障害者 の障害
が っていることについて
ったところ、「 のある

生」や「 生 する人
の 」が少ないことや「 け

れてくれる や が少な
い」が くなっており、
的な教育が な人員 置や
環境の が められていま
す。 

中 生 に障害者との や
支援に なことについて っ
たところ、「 会う機会」や「
間づくりの機会」、「 提 」
な が がっており、今後も障
害 と共に び育つ教育を推進
していくことが重 となってい
ます。 

障害者との 支援に な と 中 生を としたア ートから  

支援  
障害のある 生 が な 活 を うために、 する または に置く 自の 。 

ート  
として、発 障害のある方やその を に、 期から成人期に るまで、一 した支援を けたり、様々 

な生活 面で障害の を 切に理解してもらうための 。 

31.2

21.5

20.9

20.1

18.1

15.5

13.8

13.8

12.6

9.5

8.3

6.0

の 先 ない

学

先 の ない

や学校 ない

に 場所 ない

に 場所 ない

や に い い ない

の ない

先 の ない

レな の設 いない

学校内 内 の ない

学 に ない
n=



 

 
 

 の方   
 

に  

 

・ の  

指 や により、 育者の ・ の 上を るとともに、 育 、
と通所支援事業所 の に努めていきます。また、⺠間の 育 、
が障害 を け れるために 員を する 合の の一部を し

ます。 
 

 

 

体制の  

生 ・ 者の ー を⾒ めながら、 支援 や通 指 教 の
計画的な 置を していきます。 支援教育支援員 を 置し、通 の

において な を する 生 に して支援を います。また、支援
を し、 や共 を推進するとともに、 と通所支援事業所

の に努めていきます。 
 

の  

中 からの に して、 生 の障害に じた な を うと
ともに、 の 築・ 築 事や大 事に せて、バリアフリー

や 福祉のまちづくり条例に基づきバリアフリー を います。
を通じて教 員に する 支援教育 の理解促進を るとともに、福祉関

係機関や地域の テ アとの により、 合的な の時間の体 活
を通して福祉教育の 実を ります。 

  

支援教育支援員 
通 の において、 の を とする 生 のために、 活 上の ートや 生活の

を う支援員。 

ルー 教育 ステ  
人間の 様 の 重 の 化、障害者が 的 び身体的な 力 を な 大 度まで発 させ、自
な社会に 的に 加することを とするとの目的の 、障害のある者と障害のない者が共に

。 
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 の方   
 

に  

 

・ の  

指 や により、 育者の ・ の 上を るとともに、 育 、
と通所支援事業所 の に努めていきます。また、⺠間の 育 、
が障害 を け れるために 員を する 合の の一部を し

ます。 
 

 

 

体制の  

生 ・ 者の ー を⾒ めながら、 支援 や通 指 教 の
計画的な 置を していきます。 支援教育支援員 を 置し、通 の

において な を する 生 に して支援を います。また、支援
を し、 や共 を推進するとともに、 と通所支援事業所

の に努めていきます。 
 

の  

中 からの に して、 生 の障害に じた な を うと
ともに、 の 築・ 築 事や大 事に せて、バリアフリー

や 福祉のまちづくり条例に基づきバリアフリー を います。また、
を通じて教 員に する 支援教育 の理解促進を るとともに、福

祉関係機関や地域の テ アとの により、 合的な の時間の体
活 を通して福祉教育の 実を ります。 

  

支援教育支援員 
通 の において、 の を とする 生 のために、 活 上の ートや 生活の を う

支援員。 

ルー 教育 ステ  
人間の 様 の 重 の 化、障害者が 的 び身体的な 力 を な 大 度まで発 させ、自 な社会に

的に 加することを とするとの目的の 、障害のある者と障害のない者が共に 。 
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じ  

 

学 会・内容の充実 

後 で障害 の け れを う か、障害 施
と市 育 の を い、 方の子 もたちがともに成 する機会を けま
す。また、生 推進 ーや 民 では、 の け れ体制 の
環境 や各 フステージにおける 様な 活 の支援を推進していき
ます。

 
 

育 の障害 育 の

障害 の け れに な人員体制を する民間の 育 に する
の です。

の教育支援計画 び の指 計画
を 成する の 合

市 の 立 中 のうち、 の教育支援計画 と の指 計画 の
両方を 成する の 合です。

 
  

教育支援計画
一人一人の障害 について、 期から 業後までの一 した教育支援 を した
期計画。
指 計画

生 一人一人の教育的 ー に して、指 目 や指 ・方 を り んだ指
計画。

立所沢 支援 教 員 の様子
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第２章 策  
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じ  

 

学 機会・ の  

後 で障害 の け れを う か、障害 施
と市 育 の を い、 方の子 もたちが共に成 する機会を けます。
また、生 推進 ーや ⺠ では、 の け れ体制 の環境

や各 フステージにおける 様な 活 の支援を推進していきます。 

 
   

  
 

 
 

育 の障害 育 の    

障害 の け れに な人員体制を する⺠間の 育 に する
の です。 

の教育支援計画 び の指 計画 
を 成する の 合 

  

市 の 立 中 のうち、 の教育支援計画 と の指 計画 の
両方を 成する の 合です。 

 
  

教育支援計画 
一人一人の障害 について、 期から 業後までの一 した教育支援 を した 期計画。 

指 計画 
生 一人一人の教育的 ー に して、指 目 や指 ・方 を り んだ指 計画。 

立所沢 支援 教 員 の様子 
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支援事業所での 業
 

働く の 障害者 の 性 と
就 就 の 定 一 の セ 対 的な支

援 推進 とと 間 等 の働 け等 り な就 の 会
保しま また 障害者就労施 等の の向上 等 的就労

の充実 り ま

 
の な  

 
●�ところざわ 支援 ーにおいて、 を する障害者に する 支

援事業を実施しています。

●�障害者 を う事業者に 成するとともに、障害者 に理解のある な
事業者の を っています。

●�障害者の 業安定に けた 化を るため、 支援関係機関の 員に所
沢市障害者施策推進協議会 の委員を委 しています。

●�民間 業に されることが な障害者に して、障害福祉 ー ス事業所
の 機会を提 し、 機会の を っています。
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6．雇用・就労の促進
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の  

障害者が自立した生活を ため、また社会に 加するひとつの として、
の機会を し支援することは大 重 です。そこで、市 において障害者

を促進するために、障害者を する事業者に する の や の理解を
促すための支援を 実するとともに、 々の 力や に じた 様な による

を実現できるよう、関係機関との により 合的な 支援に り んでい
く があります。

就労 者 就労 障害者を としたア ートから

今は いていないが今後 き
たい人たちが する
として、「 業な で一 し
たい」と「 の一 につ
ながる や 業中心の施

」の合計が を えており、
くの人が民間 業 の

を していることがわかりま
す。

就労支援 要な と 障害者を としたア ートから

障害者の 支援で重 なこ
とは「 の理解」や障害にあ
った「 事 」「 条 」と
なっており、 業 の きか
けを含めた 支援が められ
ています。

な

したい

の

に ながる

や

の施設

の が

の施設

の

に ながらなく

て いが、

が の施設

回 の や

が の

施設

その他

無回答

障害者 25 1 就労 者 就労

.

3.5

39.

31.1

27.9

に る の があること

にあった 内容 あること

にあった あること

が あること

があること
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第２章 策  
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 の   

障害者が自立した生活を ため、また社会に 加するひとつの として、
の機会を し支援することは大 重 です。そこで、市 において障害者

を促進するために、障害者を する事業者に する の や の理解を
促すための支援を 実するとともに、 々の 力や に じた 様な による

を実現できるよう、関係機関との により 合的な 支援に り んでい
く があります。 

  

（ 者） する 障害者を としたア ートから  

今は いていないが今後 き
たい人たちが する
として、「 業な で一 し
たい」と「 の一 につ
ながる や 業中心の施

」の合計が を えており、
くの人が⺠間 業 の

を していることがわかりま
す。 

支援 な と 障害者を としたア ートから  

障害者の 支援で重 なこ
とは「 の理解」や障害にあ
った「 事 」「 条 」と
なっており、 業 の きか
けを含めた 支援が められ
ています。 

44.4

43.5

39.6

31.1

27.9

に の こと

に た 内 こと

に た こと

こと

こと n=1,178
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の方  
 

 

 

的な就労支援 

ところざわ 支援 ーにおいて、 業とのマ チ から 定 の
ための支援まで一 して い、障害者の を支援します。その か、ところ
ざわ 支援 ーが開 する 会議を通じて、障害者 ・ に け
た 体制を 築します。また、所沢市障害のある人もない人も共に生きる社
会づくり条例に基づき、事業者に して障害者が きやすい環境の の

に関する 発や 提 を い、 の理解促進に努めます。

障害者雇用の促進と就 会の 保 

障害者を するための 環境の を う事業者に する 成や障害
者 促進 に基づく 例子会社 の 立に する の を うととも
に、障害者 に理解のある な事業者を する 、障害者 の促進を

ります。また、 の機会を やすため、 の ートや 業と福祉
の の を います。

的就労の充実 

民間 業 に されることが な障害者に して、障害福祉 ー ス事
業所や地域活 支援 ー での生 活 の福祉的 の機会を する
ために、市 の環境の 実を ります。また、障害者 推進 に基づき、
市 障害者 施 からの の を推進します。

  

例子会社
事業 が障害者の に の をした子会社を 立し、一定の を たす 合には、 例としてそ

の子会社に されている 者を 会社に されているものと なして、実 を 定できる制度。

地域活 支援 ー
地域の実 に じ、 的活 や生 活 の機会を提 し、社会との 促進 の を る施 。

46
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ところざわ 支援 ー 者の
者

人 人

ところざわ 支援 ー 者のうち、民間 業 に した人の
人 です。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

障害者の を 合的に支援する機関として、所沢市こ もと福
祉の の福祉の相談 で、民間 業 の一 を
する障害者の 支援を っています。

ところざわ 支援 ー

平成 年 年 月 成 定の「ところざわ 」 には 例子会
社の 置が 定されています。 成 定
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会
 

障害者 要な情報 アクセ と 障害者 した情
報 情報アクセシビリティ 1の向上 推進しま 障害
者 ケーシ ン と
支援 の育 ・ 保 ービ の利用の促進 支援の
充実 りま

 
の な  

 
●� 障害者 の 成や市 ー ージの 上げ の 、 が発

する のア リテ の 上に り んでいます。

●�各種制度や ベ ト の な を られるよう、 や市 ー ージ
の 様な 体を活 して、わかりやすい 提 の 実に努めています。

●�誰もが な を し、意 通を ることができるよう、 通 者や
者の と育成を っています。

●�所沢 において、 の 面 の ー スを っています。

 

 

ア リテ
の や意 通に関係する、機 や ー スを に できること。

48

7．情報アクセシビリティの向上
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の  

社会福祉 の 、福祉 ー スは 置されるものから 者自らが び
するものに わってきました。 者が な ー スを し できるよう、

な が なく わるような 提 のあり方が一 重 になっていま
す。また、所沢市障害のある人もない人も共に生きる社会づくり条例には、障害者
の意 通や障害者との の に関する 定を けられており、 面でのア

リテ の 上に努めていく があります。

の や の
わかりやすい の提
障害者の く 所の
障害 のための 育・教育の促進
障害者の自立生活を支える ー ス
や施 の 点づくりの推進
障害者 の理解を める活 の推進

上 まで

障害 施策の 要性 障害者を としたア ートから

市の 分 の障害者施策につ
いて を ったところ、「わ
かりやすい の提 」は上から

目と高くなっており、 度
の高い施策となっています。

障害福祉 ー スを してい
ない人にその理 を ったとこ
ろ、「 を じない」が も い
ものの、「 ー スのことを らな
い」や「 の 方がわからない」
という人も られることから、

ア リテ の 上に力を
れていく があります。

ービ 利用者 の理 障害者を としたア ートから

58.3
17.5
1 .8

7.7
.1

5.8
.9

2.8
2.8
0.2

.9

を感じない

ー スのことを知らない

の が らない

や が

なとこ ない

バ ー の が

他 の にな たくない

が い

したい に ない

が る

その他
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第２章 策  
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 の   

社会福祉 の 、福祉 ー スは 置されるものから 者自らが び
するものに わってきました。 者が な ー スを し できるよう、

な が なく わるような 提 のあり方が一 重 になっていま
す。また、所沢市障害のある人もない人も共に生きる社会づくり条例には、障害者
の意 通や障害者との の に関する 定を けられており、 面でのア

リテ の 上に努めていく があります。  

の や の
わかりやすい の提
障害者の く 所の
障害 のための 育・教育の促進
障害者の自立生活を支える ー ス
や施 の 点づくりの推進
障害者 の理解を める活 の推進

上 まで

障害福祉 策の 障害者を としたア ートから  

市の 分 の障害者施策につ
いて を ったところ、「わ
かりやすい の提 」は上から

目と高くなっており、 度
の高い施策となっています。 

障害福祉 ー スを してい
ない人にその理 を ったとこ
ろ、「 を じない」が も い
ものの、「 ー スのことを らな
い」や「 の 方がわからない」
という人も られることから、

ア リテ の 上に力を
れていく があります。 

（福祉サービス 者） の 障害者を としたア ートから  

58.3
17.5
14.8

7.7
6.1
5.8
4.9
2.8
2.8
0.2
4.9

を感じない

ー スのことを ない

の ない

や

なとこ ない

バ ー の

他 の にな た ない

い

たい に ない

その他 n= 7
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の方  
 

 

 

情報のアクセシビリティ向上 

き き、 障害者 の 成や市 ー ージの 上げ の 、
が発 する のア リテ の 上に り ます。また、所沢市

障害のある人もない人も共に生きる社会づくり条例に基づき、障害者が自ら
する意 通 を いるための相談 の や支援を います。

情報 の充実 

き き、 や市 ー ージ の 様な 体を活 して、 提
を うとともに、わかりやすい の発 に努めます。

 

 

 

ケーシ ン支援 の充実 

障害者の社会 加や意 通を支援するため 通 者、 者の
を うとともに、 通 者や 者の 成 を実施し、市 の支

援体制の 実を ります。また、 障害者に するコ ー 支援
として、点 や テ アの育成を支援します。

  

点
言葉や を点 面にとび した つの点を 合わせて する の に すこと。

を に すことをいい、 を すること 体を含めて と言う。

 

50 
 

の方  
 

 

 

情報のアクセシビリティ向上 

き き、 障害者 の 成や市 ー ージの 上げ の 、
が発 する のア リテ の 上に り ます。また、所沢市

障害のある人もない人も共に生きる社会づくり条例に基づき、障害者が自ら
する意 通 を いるための相談 の や支援を います。

情報 の充実 

き き、 や市 ー ージ の 様な 体を活 して、 提
を うとともに、わかりやすい の発 に努めます。

 

 

 

ケーシ ン支援 の充実 

障害者の社会 加や意 通を支援するため 通 者、 者の
を うとともに、 通 者や 者の 成 を実施し、市 の支

援体制の 実を ります。また、 障害者に するコ ー 支援
として、点 や テ アの育成を支援します。

  

点
言葉や を点 面にとび した つの点を 合わせて する の に すこと。

を に すことをいい、 を すること 体を含めて と言う。
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障害者 者 人 人

の ジー ジ ル 、 ト 、点 の月間
の 者 の合計です。

所沢市 通 ・ 事 所の

障害者 の 通 者 、 者 、 通 、 所相談の
合計 です。
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自 活
 

障害者 安心し し く と 障害者の生活
け 理的 の の社会的障 の 進 とと 害

づくり 対策 推進しま

 
の な  

 
●� 福祉のまちづくり条例や バー ル の理念に基づき、誰もが

暮らしやすいまちづくりを進めています。

●� や 共施 において、障害者 ト レやス ー の 置、 所の 解
を進めている か、 あい の や 地中化による安 な
の を っています。

●� ド・ 所マ の ジー 案 を 成するとともに、
害時に支援が な障害者の を した 支援者 による支
援体制の や障害者 した福祉 所の を進めています。

●�障害者をはじめ市民の安 な暮らしを るため、地域 民による自
や自 団体 の支援を っています。

 

バー ル
基本的人 の 重 を基本理念として、障害の 、年齢、 、 、人種な にかかわらず、 ての人が心

かに暮らせるような社会を っていこうとする考え方。

支援者
障害者や高齢者 、自力での が しい人を事 に し、安 認や 支援に 立てるための 。
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自 活
 

障害者 安心し し く と 障害者の生活
け 理的 の の社会的障 の 進 とと 害

づくり 対策 推進しま

 
の な  

 
●� 福祉のまちづくり条例や バー ル の理念に基づき、誰もが

暮らしやすいまちづくりを進めています。

●� や 共施 において、障害者 ト レやス ー の 置、 所の 解
を進めている か、 あい の や 地中化による安 な
の を っています。

●� ド・ 所マ の ジー 案 を 成するとともに、
害時に支援が な障害者の を した 支援者 による支
援体制の や障害者 した福祉 所の を進めています。

●�障害者をはじめ市民の安 な暮らしを るため、地域 民による自
や自 団体 の支援を っています。

 

バー ル
基本的人 の 重 を基本理念として、障害の 、年齢、 、 、人種な にかかわらず、 ての人が心

かに暮らせるような社会を っていこうとする考え方。

支援者
障害者や高齢者 、自力での が しい人を事 に し、安 認や 支援に 立てるための 。
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8．安心・安全なまちづくり
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の  

高齢社会 の進展により、高齢者や障害者をはじめ、誰もが しやすい福祉
のまちづくりや バー ル によるまちづくりは一 重 になっていま
す。施 や 通の の 上はもとより、 害時の体制づくりや 体制の

、ハードとソフトの両面から安心・安 な生活を支えるための支援が められて
います。

  

障害者 が 害時に 安に
うことでは、「安 なところまで

に できない」や「 所
の や生活環境が 安」が に

くなっています。

害 安 と 障害者を としたア ートから

市民 が 害時に各自ができ
る けについては、「 の
の かけ」や「 の け」、
「 害が たことを らせる」が

くなっており、障害者の 安と
市民の けをうまく 合わ
せて、安心安 の地域づくりに
り んでいく があります。

害 自 け 市民を としたア ートから

高齢社会
 

高齢化 人 のうち 上の高齢者が める 合 が を える社会。

2.
1.3

35.7

2 .3

20.9
20.1

10.5

.7

5.3

なとこ に ない

所の設 や が

や が ら ない

と ー がと ない

、 所の が ない

を ることが ない

や の が になる

の が になる

その他

0.5
5 .9

7.9
3 .1

15.0

.0

3.0

の に、 な を

を る

が たことを知ら る

を

らない

るとは ない

その他
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自 活
 

障害者 安心し し く と 障害者の生活
け 理的 の の社会的障 の 進 とと 害

づくり 対策 推進しま

 
の な  

 
●� 福祉のまちづくり条例や バー ル の理念に基づき、誰もが

暮らしやすいまちづくりを進めています。

●� や 共施 において、障害者 ト レやス ー の 置、 所の 解
を進めている か、 あい の や 地中化による安 な
の を っています。

●� ド・ 所マ の ジー 案 を 成するとともに、
害時に支援が な障害者の を した 支援者 による支
援体制の や障害者 した福祉 所の を進めています。

●�障害者をはじめ市民の安 な暮らしを るため、地域 民による自
や自 団体 の支援を っています。

 

バー ル
基本的人 の 重 を基本理念として、障害の 、年齢、 、 、人種な にかかわらず、 ての人が心

かに暮らせるような社会を っていこうとする考え方。

支援者
障害者や高齢者 、自力での が しい人を事 に し、安 認や 支援に 立てるための 。
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第２章 策  
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 の   

高齢社会 の進展により、高齢者や障害者をはじめ、誰もが しやすい福祉
のまちづくりや バー ル によるまちづくりは一 重 になっていま
す。施 や 通の の 上はもとより、 害時の体制づくりや 体制の

、ハードとソフトの両面から安心・安 な生活を支えるための支援が められて
います。 

  

障害者 が 害時に 安に
うことでは、「安 なところまで

に できない」や「 所
の や生活環境が 安」が に

くなっています。 

害 に に と 障害者を としたア ートから  

市⺠ が 害時に各自ができ
る けについては、「 の
の かけ」や「 の け」、
「 害が たことを らせる」が

くなっており、障害者の 安と
市⺠の けをうまく 合わ
せて、安心安 の地域づくりに
り んでいく があります。 

害 に きる 市⺠を としたア ートから  

高齢社会 
 

高齢化 人 のうち 上の高齢者が める 合 が を える社会。 

42.4

41.3

35.7

24.3
20.9

20.1

10.5
6.7

5.3

なとこ に ない

所の設 や

や ない

と ー と ない

所の ない

を こと ない

や の にな

の にな

その他 n=1,178

60.5
56.9

47.9
34.1

15.0
6.0

3.0

の に な を

を

たことを

を

ない

とは ない

その他 n=1 7
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の方  
 

 

 

のまちづくりの推進 

福祉のまちづくり条例に基づき、 のバリアフリー化を促進する
とともに、 ・ にあたっては バー ル を り れ、誰もが
生活しやすい環境 に努めます。また、 あい の ・ や の

において、点 の によって、誰もが安心・安 に できる
間の に努めます。

の  

を する障害者に して市 における の 置を実施
するとともに、障害者や高齢者に した ・ に努めます。また、

者に し や 後の生活についての相談支援を いま
す。

し の  

事業者やバス事業者に してバリアフリー推進の きかけを うととも
に、 テ アの 成や市 環バスであるところバスの 上のた
めの 見 し に り ことにより、 しやすい環境の に努めます。

 

 

 

情報 の充実 

障害者団体の意見を し 成した ド・ 所マ を活 する
か、 提 を進めていきます。 やところざわ っと ール、

市 ー ージ 、様々な を通じて、わかりやすい の発 に努めます。
  

所マ
 

害時の指定 所や な 関係機関 の や 所が されている地 。
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の  

支援者 を するとともに、 の や、障害者
を含 地域 民の の実施を支援します。また、福祉 所 となる施

で を実施し、施 者はもとより、指定 所では生活が な
方を け れできるような 体制の を進めます。

害 の の  

市の福祉施 や 支援 と し 害時における 次 所の を
進めるとともに、 害時の 安を解 するため、 時相談 や ー
ス について き き実施体制の を進めます。

の充実 

街頭 ー や 活 を通じて地域安 活 の 発を うとともに、
自 団体の活 を支援します。

 
 

テ ア 者 べ人 人 人

の 所で、身体障害者 が安 で に できるよう支援を
う テ アとして した人 の合計です。

害時における福祉 所施 に
関する協定 結

指定 所での 生活に支障がある障害者 、 者に できる
福祉 所の協定 結 です。

 
  

福祉 所
 

障害者や高齢者、 、 所での生活において な 身体的 アやコ ー
支援 を とする人が するための 所。
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目標・指標一覧 

 

１ 差別解消
と権利擁護の
推進

所沢市障害のある人もない人も共に生きる社会づ
くり条例 の 開

成年後見制度に係る相談

２ 社会参加
の促進と協働
の推進

所沢 ・ア リテ ー を した障害者 人 人

障害者 間 念事業 者 人 人

３ 自立した
生活の支援

福祉の 合相談 における相談

所沢市こ も支援 ー 発 支援 の 者
度

ルー ー の市 見 人分 人分

４ 保健医療
の充実 リハ リ相談 制 の相談者 人 人

所沢市 所あおぞらの 者 度

５ 育ちと学
びの充実

育 の障害 育 の

の教育支援計画 び の指 計画を 成す
る の 合

６ 雇用・就
労の促進 ところざわ 支援 ー 者の 者 人 人

７ 情報アク
セシビリティ
の向上

障害者 者 人 人

所沢市 通 ・ 事 所の

８ 安心・安
全なまちづく
り

テ ア 者 べ人 人 人

害時における福祉 所施 に関する協定
結
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ま
 

間

の ち 上

な 間たち 介

の 健

平成 年 月 から まで、所沢市 所 市民 ールに
て障害者 展が開 されました。会 には、市 の障害者施
の 者 が 成した 画や 、 な の が展 され、
くの方にお しいただきました。

本 の に掲 している び本 ージに掲 している
は、計 点の の中から されたトコろん

です。
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